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我々は、超伝導中性子検出器の研究[1,2]を発展させ、電流バイアス運動イ

ンダクタンス検出器(CB-KID)方式を提唱した[3,4]。Nb 超伝導メアンダ細線に

局所的にエネルギーを付与すると、そのエネルギーを使ってクーパー対が破

壊されて、運動インダクタンス Lkが局所的に急激に変化すると、バイアス電流

の方向に依存した電磁波パルスが発生し、信号が伝搬する。そこから、さらに

アイデアを発展させて遅延時間型 CB-KID の構想に至った。 

ホットスポットの両側に信号が発生しメアンダ細線の両端へ伝搬していくこ

とを利用して、CB-KID 素子のホットスポットが発生した場所を特定するのに、

電極への信号伝搬の到達時間差からX座標とY座標の交点として、検出器上

の中性子が当たる場所の特定をすることでイメージングが可能となる。イメー

ジング解析を行うためには、信号の伝搬速度が必要で有り、外部から遅延時

間型CB-KIDの片方の電極からパルス信号を入力して、他端にパスルが到達

する時間を計測して、CB-KID 素子では、温度４K で光速の 25%～30%程度の

一定の速度で伝搬することが分かった。 

J-PARC のビームライン BL10 にて CB-KID 検出器による中性子照射実験

を行った。その結果、この方式では 4 系統の読出し回路しか使わないにもか

かわらず、空間分解能の高い中性子イメージングが可能となり、15mmx15mm

の視野で百万画素を上回るイメージング性能が出せる可能性があることが分

ってきた。 

講演では、この研究が中性子顕微鏡の開発につながる可能性を紹介する。 
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